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1 はじめに
近年, IT産業の発展により,企業は新たなビジネス
モデルや市場を生み出すために,オンラインサービス
を展開している.スーパーマーケットでも,従来のPOS
システムを利用した在庫管理,自動発注,売上分析など
を実時間で把握できると同時に,顧客の購買活動状況を
反映できる経営意思決定支援システムのみならず,「e
ビジネス」へ展開する経営戦略の重要性を認識しつつ
ある.このため,インターネットを利用し,企業内ネッ
トワークに,企業のサービス情報の公開,顧客が必要と
する商品の情報提供から注文の受付に対応できる動的
Webサイトを導入し始めている [3].しかしながら,顧
客一人ひとりのニーズに応じる情報量は限られている.
またWebサイトの構築では,静的な会社情報・商品情
報・サービス情報は満載されているが,顧客が自由に
サービスの利用・提供に参加できる動的なサイト機能
が充実されていないため,顧客を囲い込もうとしても,
なかなかWebサイトの利用率が向上しないのが現実
である.
一方,インターネットの普及に伴い,Webの情報量は
豊富となっており,Webに分散している情報源を利用・
統合することが注目されている.従って,このような膨
大な情報から,必要な情報だけを自動的に手に入れる
ことができるWeb技術はこれからの時代に求めてい
ると考えられる.
本研究では,スーパーマーケットの現状を改善するに
は,Webサイトの利用率を高めると共に,顧客を囲い込
めるように,既存のWebサイトに顧客が利用できると
する個人用のサービスを加える必要があると考えてい
る.このために,「自動的なWeb情報の獲得」と「サー
ビスのカスタマイズ化」の２つのサービス考えを導入
し,スーパーマーケットに支援ができる新しいサービ
スモデルの提案を行うことを目的とする.

2 次世代POS++システムの研究
次世代 POS++(Point of Service)システムとは,従
来の POSシステムを拡張し,随時,顧客の購入要望に
対応し,各個人への細かいサービスを提供することが
できる Service機能を導入したシステムである.
本研究を始める前に,顧客の手元にある食材ストッ
ク情報と健康状態によって,食事メニューを検索する
ことが行える.また,顧客の希望により,好ましい献立
表を作成するとともに,顧客の冷蔵庫在庫とスーパー
マーケットから提供される食事メニューに必要な食材
ストックを比較して,必要となる食材の購入リストが
出力されて,それを POSシステムと連動して注文・予
約することができるシステムの試作を行ってきた [1].

An individual customer service system for supermarkets
using Web information

Lei Chen†, Kiichiro MORIMOTO‡, Hideo MATSUKA‡
†Graduate School of Management and Information, Sanno

University.
‡Institute Management and Information, Sanno University

システムによって,期待される「One to One」サービ
スを提供することができたと考えられる.(図 1)

図 1: 次世代 POS++システム

しかしながら,顧客がよりよい献立を作ることがで
きたにもかかわらず,膨大な料理の情報を集めるのに,
またこれらから必要な情報を入力するために大量な時
間と手間がかかってしまった.また,顧客毎に合った食
事献立表を提供するために,顧客の健康情報,嗜好の調
査,分析が必要になる.その結果,システムに対する要
求が高くなり,システムの拡張・保守は困難になって
しまった.このような問題点が残っている限り,次世代
POS++システムの機能を十分に発揮することが難し
いとの結論に達した.

3 サービスモデルの提案
本研究は第 2節の分析を通してWebサービスを取
り込んだ新しい顧客サービスシステムの開発に着手し
た.提案するスーパーマーケットを支援するサービス
モデルの構成と,必要となる開発技術について説明を
行う.ここでサービスモデルには,自動的Web情報収
集技術の「コンテンツ情報変換 module」と自由に編
集できる「食事献立表作成ツール」の２つ機能を提案
する.この２つ機能の作用によって,第 2節に上げた問
題点が解決できると期待される.

3.1 サービスモデルの構成
本研究で提案するサービスモデルの構成を図 3 に
示す. サービスモデルでは,Virtual ASP(application
service provider) の参加と仮想している. ここに指摘
した Virtual ASPは上位の Resource群から下位ユー
ザ (本研究では Super Marketである)が必要になる情
報はWeb Siteを用いて情報Resourceとして提供する.
そして,Super Marketは Virtual ASPのWeb Site
から「コンテンツ情報変換 module」を用いて必要な
情報を集めて,既存のWeb Siteの情報を充実すると共
に,Web Siteを管理する複雑の手間を簡単にすること
ができる [2].更に,有益な情報量が豊富になり,Guest
の要求の満足度を向上することができると期待される.
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図 2: シナリオイメージ

図 3: サービスモデル構成

また,Web Site 利用率を高めるには,Guest が Web
サービス利用・提供に参加することができる「サービ
ス動的化」が必要である.ここでは,従来の「食事献立
表提案」機能の改良により,システムの実装を行う.

3.2 食事献立表作成の改善
図 3に示すように,「食事献立表作成ツール」と「コ
ンテンツ情報変換 module」機能の作用により,Guest
が食事献立表の作成が自由にできると考える.

図 4: 食事献立表作成ツール
1.GuestがスーパーマーケットのWebサイトの料理
レシピを用いて,食事献立表を作成し,登録する.（図
4(2)）

2.Guestが Super Marketで扱っている食材を組み
合わせて新しい食事レシピを作成する.更に,作成され
食事レシピは食事献立表を用いて公開する.(図 4(1))

4 シナリオによる検証
この節では,サービスモデルを実現するためのシナリ
オによる検証を行った.スーパーマーケットWeb Page

に食事レシピを検索する機能として,Virtual ASPの基
礎機能を持った「献立表ツール」を構築する.「献立表
ツール」が獲得した食事レシピは,図 2に示すように,
第 3節で指摘した 2つ機能を用いて,次のようなサー
ビスを実現する.

4.1 食事レシピ作成
スーパーマーケット Web Page(1) から, 食材情報
を獲得し,(3)DBに登録する（ここでは,食材を例にし
た）.(3)の食材情報と (1)の仮想な食材売り場の食材
情報を利用して,食事レシピを作成する.(4)レシピ登
録機能を用いて (2)食事献立表に記録する.

4.2 食事献立表作成
食事献立表は,食事メニューの記録・追加・更新の機
能を持つ.スーパーマーケットWeb Page(1)から,獲
得した食事レシピを試作したいと考えた際に,(1)の食
事レシピ名,URLを自動で取得し,食事献立表に登録す
る.URLを参照することで,食事レシピ詳細の確認が簡
単にできる. 上記の検証により,Web Pageの柔軟性が
高くなり,Guestが活用できるサービスモデルと期待で
きる結論という方向性を得た.

5 今後の取り組み
サービスモデルを検証するために, システムでは,
正規表現 Perl5,Jakarta COMMONSと Jakarta ORO
技術を用いて,「コンテンツ情報変換module」を実装
し,HTML構文から情報データ取得動的に行うシステ
ムを試作する.そして,「食事献立表作成ツール」を用
いて,Guestが食事メニューの作成と食事献立表作成が
できるシステムの実装を行う.
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